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30
㌃
を
夫
の
敏
郎
さ

ん（
71
）と
主
に
２
人

で
栽
培
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
米
価
下

落
、
シ
カ
や
サ
ル
に

よ
る
食
害
、
長
雨
に
よ
る
湿
潤
害

と
思
い
が
け
な
い
事
態
が
発
生

し
、
収
入
が
減
少
。
「
運
転
資
金

に
間
に
合
う
よ
う
に
保
険
金
が
支

払
わ
れ
て
、
事
業
を
継
続
で
き
て

助
か
っ
た
」
と
話
す
。
数
年
前
か

ら
高
温
障
害
や
日
照
不
足
な
ど
で

米
の
品
質
低
下
に
悩
ん
で
い
た
。

「
異
常
気
象
の
年
が
多
く
、
農
作

物
の
生
育
に
問
題
が
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
」
と
、
２
０
１
９
年
の

制
度
開
始
時
か
ら
収
入
保
険
に
加

入
し
、
リ
ス
ク
に
備
え
る
。

　
敏
郎
さ
ん
の
定
年
退
職
を
き
っ

か
け
に
農
業
を
本
格
的
に
取
り
組

み
、
17
年
に
法
人
化
。
法
人
化
当

初
は
２
㌶
だ
っ
た
水
田
は
集
約
化

が
進
み
、
現
在
は
５
倍
の
10
㌶
と

な
り
順
調
に
規
模
を
拡
大
し
て
い

る
。
自
慢
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な

に
心
が
け
て
い
る
」
と
い
う
。

　
出
荷
が
で
き
な
く
な
っ
た
事
態

に
備
え
る
こ
と
が
収
入
保
険
を
継

続
加
入
す
る
理
由
だ
。
「
10
年
に

１
度
も
ら
え
れ
ば
い
い
か
ぐ
ら
い

の
気
持
ち
で
加
入
し
て
い
る
」
と

話
す
。

　
加
入
前
後
で
安
心
感
が
違
う
と

河
合
さ
ん
。
制
度
へ
要
望
し
た
い

点
が
あ
る
と
い
う
。
「
品
目
や
栽

培
方
式
に
よ
っ
て
災
害
に
遭
う
危

険
度
が
異
な
る
た
め
、
品
目
や
栽

培
方
式
な
ど
に
応
じ
た
保
険
料
や

補
償
額
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
補
償
す
る
金

額
で
変
わ
る
手
数
料
（
付
加
保
険

料
）
は
、
一
律
に
し
て
も
ら
え
る

と
あ
り
が
た
い
」
と
話
す
。

　
「
栽
培
の
仕
方
や
売
り
方
次
第

で
成
長
し
て
い
け
る
の
が
農
業
の

魅
力
。
魅
力
的
な
農
業
を
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
収
入
保

険
（
＝
安
心
）
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
制
度
改
正
で
農

業
者
に
寄
り
添
っ
た
よ
り
良
い
制

度
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。
　
　
　
　
　
（
新
宮
）

話
す
。

　
家
族
と
実
習
生
７
人
、
パ
ー
ト

１
人
と
共
に
ガ
ラ
ス
温
室
な
ど
計

55
・
65
㌃
で
オ
オ
バ
を
栽
培
。
１

日
10
万
枚
を
収
穫
し
、
８
０
０
〜

千
パ
ッ
ク
を
出
荷
す
る
。
「
普
段

出
荷
で
き
る
の
は
当
た
り
前
。
ど

ん
な
と
き
で
も
出
荷
で
き
る
よ
う

　
【
愛
知
支
局
】
県
南
東
部
の
渥

美
半
島
に
位
置
す
る
田
原
市
は
太

平
洋
に
接
し
、
豊
か
な
自
然
と
温

暖
な
気
候
か
ら
農
業
に
適
し
た
地

域
。
そ
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
営

農
す
る
河か

わ

合い

吉よ
し

久ひ
さ

さ
ん（
52
）は

「
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
保
険
に

な
れ
ば
」
と
収
入
保
険
に
つ
い
て

保険金で助かった

経
営
に
安
心
感
よ
り
良
い
制
度
を

西
脇
き
よ
子
さ
ん
、敏
郎
さ
ん
岐
阜
県
養
老
町

に
あ
る
「
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｅ
・
に

し
み
の
」
代
表
の
西
脇
き
よ
子
さ

ん（
67
）。
水
稲
10
㌶
と
キ
ャ
ベ
ツ

　
【
岐
阜
支
局
】
「
今
年
は
無
事

に
収
穫
で
き
そ
う
」
と
喜
び
を
か

み
し
め
る
の
は
、
養
老
町
竜
泉
寺

　
２
０
１
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
収
入
保
険

は
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
。
農
業
経
営
体

ご
と
の
収
入
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
農
業
者
の
支
持

を
得
て
、
22
年
９
月
末
現
在
、
加
入
者
は
全
国

で
７
万
７
千
経
営
体
を
超
え
た
。
東
海
地
方
で

も
、
５
４
０
０
を
超
え
る
経
営
体
が
加
入
し
て

い
る
。
今
週
は
東
海
地
方
で
収
入
保
険
に
継
続

し
て
加
入
し
て
い
る
農
業
者
に
経
営
へ
の
思
い

な
ど
を
取
材
し
た
。

ど
は
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
近
隣
市

町
か
ら
買
い
求
め
る
人
が
来
る
ほ

ど
盛
況
だ
。

　
一
方
で
、
後
継
者
が
い
な
い
の

が
悩
み
と
い
う
西
脇
さ
ん
は
「
農

業
が
も
う
か
る
産
業
に
な
ら
な
い

と
。
肥
料
代
な
ど
の
経
費
は
増
え

る
一
方
だ
が
、
米
価
は
下
が
る
。

こ
れ
で
は
若
い
人
が
安
心
し
て
就

農
で
き
な
い
」
と
農
業
の
今
後
を

危
惧
す
る
。
収
入
保
険
に
対
し
て

は
「
農
業
が
持
続
・
発
展
す
る
た

め
に
は
必
要
な
制
度
。
農
業
経
営

が
安
定
す
る
よ
う
、
よ
り
良
い
制

度
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
寄
せ
る
。
　
　
　
（
日
比
野
）

域
に
継
続
的
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
「
青
色
申
告
で
保
険
金
等
を
算

定
す
る
収
入
保
険
は
、
水
稲
共
済

よ
り
も
明
確
で
分
か
り
や
す
い
」

と
考
え
た
川
合
さ
ん
は
、
２
０
１

９
年
の
制
度
開
始
時
か
ら
収
入
保

険
に
加
入
。
20
年
に
は
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
が
大
量
発
生
し
、
広
範
囲

で
被
害
が
あ
っ
た
。「
想
定
外
の
深

刻
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
収
入
保

険
に
助
け
ら
れ
た
」と
強
調
す
る
。

　
今
年
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
の
被

害
が
発
生
。
品
質
が
低
下
し
た
。

ま
た
、
直
接
の
被
害
は
無
か
っ
た

も
の
の
、
局
所
的
な
大
雨
を
も
た

ら
す
線
状
降
水
帯
や
台
風
第
15
号

に
よ
る
県
内
の
被
害
も
目
の
当
た

り
に
し
た
。

　
川
合
さ
ん
は
「
ど
ん
な
に
想
定

外
の
こ
と
が
起
き
て
も
、
従
業
員

へ
の
給
与
支
払
い
や
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
を
踏
む
た
め
の
準
備
が
必
要

だ
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

〝
そ
の
時
〞
の
た
め
に
、
収
入
保

険
に
よ
る
リ
ス
ク
へ
の
備
え
は
欠

か
せ
な
い
」
と
話
す
。
（
向
井
）

想
定
外
を
念
頭
に
加
入
は
不
可
欠

出
荷
米
の
品
質
水
準
の
一
定
保
持
に
努
め
る
川
合
さ
ん

く
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
出
荷
す
る
米
の
品
質
水
準

を
一
定
に
保
つ
よ
う
心
が
け
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
授
業
の
一
環

と
し
て
田
植
え
や
稲
刈
り
に
取
り

組
む
地
元
の
小
学
校
に
20
年
以
上

前
か
ら
毎
年
協
力
す
る
な
ど
、
地

　
【
静
岡
支
局
】
浜
松
市
東
区
の

株
式
会
社
川
合
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

で
代
表
取
締
役
を
務
め
る
川
合
史

朗
さ
ん（
64
）は
、
従
業
員
７
人
と

共
に
水
稲
約
１
０
０
㌶
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
消
費
者
に
「
い
つ
で
も
お
い
し

水
稲

川
合
史
朗
さ
ん
浜
松
市

ＮＯＳＡＩ職員から説明を受ける西脇さん夫妻

補
償
期
間
の
収
入
保
険
の
加
入

申
請
期
限
は
、
個
人
の
方
の
場

合
、
22
年
12
月
末
ま
で
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
県
の
農
業
共
済
組
合
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
❖
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
８
（
２
７
０
）
０
０
８
２

　
❖
静
岡
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
４
（
２
５
１
）
３
５
１
１

　
❖
愛
知
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
２
（
２
０
４
）
２
４
１
１

　
❖
三
重
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
９
（
２
２
４
）
０
５
０
５

　
収
入
保
険
は
国
の
公
的
な
保

険
制
度
で
、
青
色
申
告
を
し
て

い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

が
対
象
で
す
。
２
０
２
３
年
が

若
い
人
が
夢
を
持
て
る
農
業
に
し
た
い
と
い
う
河
合
さ
ん

　
「
修
業
時
代
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の

師
匠
で
も
全
く
蜂
蜜
が
取
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
る
の
で
、
つ
ら
さ
は
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
」
と
川
村
さ
ん
。
い
つ

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
一
定
の
収
入
を
確
保
で
き
る

収
入
保
険
に
魅
力
を
感
じ
、
継
続

し
て
加
入
し
て
い
る
。

　
今
後
の
目
標
は
ミ
ツ
バ
チ
を
増

や
す
こ
と
だ
と
い
う
。
「
現
在
５

０
０
〜
６
０
０
群
を
飼
育
し
て
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
千
群
に
し

た
い
」
と
川
村
さ
ん
。
「
も
し
も

の
と
き
に
支
え
て
く
れ
る
収
入
保

険
に
加
入
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

安
心
し
て
挑
戦
で
き
ま
す
」
と
ほ

ほ
笑
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
村
）

「
川
村
養
蜂
場
」
を
営
む
川
村
憲け

ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
49
）。
養
蜂
を
始
め
て

11
年
目
だ
。

　
前
職
で
海
外
赴
任
先
だ
っ
た
太

平
洋
に
位
置
す
る
北
マ
リ
ア
ナ
諸

島
の
ロ
タ
島
で
出
会
っ
た
養
蜂
家

の
影
響
を
受
け
、
養
蜂
家
に
な
る

こ
と
を
決
意
。
桑
名
市
の
養
蜂
家

に
弟
子
入
り
し
、
３
年
間
修
業
し

た
後
に
独
立
し
た
。

　
川
村
養
蜂
場
の
蜂
蜜
は
無
添
加

・
無
加
工
の
た
め
、
奥
の
深
い
優

し
い
自
然
な
甘
み
が
特
徴
。
四
日

市
市
を
中
心
に
地
元
で
の
採
蜜
を

貫
く
。

　
地
元
重
視
の
養
蜂
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
が
伴
う
。
蜜
蜂
を
襲

う
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ダ
ニ
の
ほ
か
、

蜜
源
と
な
る
植
物
の
生
育
に
影
響

す
る
近
年
頻
発
す
る
異
常
気
象
が

挙
げ
ら
れ
る
。

被害の怖さ 知るからこそ

三
重
県
四
日
市
市

川
村
憲
一
郎
さ
ん

養
蜂

　
【
三
重
支
局
】
「
蜂
蜜
が
苦
手

な
人
で
も
、
う
ち
の
蜂
蜜
を
買
っ
て
く
れ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、
四
日
市
市
の

個
人
の
加
入
申
請
期
限
は
12
月
末
ま
で

不
測
の
事
態
に
備
え
て

収
入
保
険
を
継
続
加
入

愛
知
県
田
原
市

河
合
吉
久
さ
ん

オ
オ
バ

水
稲
、キ
ャ
ベ
ツ

「同じ場所でも、時期によって味も
変わるので面白い」と話す川村さん

（第3種郵便物認可） ２０２２年（令和４年）１０月２６日 ２０２２年１０月４週号 ８総 合東 海

30
㌃
を
夫
の
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郎
さ
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主
に
２
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で
栽
培
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い
る
。

　
昨
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は
米
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落
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事
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が
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し
、
収
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数
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前
か
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高
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や
日
照
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の
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に
悩
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で
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異
常
気
象
の
年
が
多
く
、
農
作

物
の
生
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に
問
題
が
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
」
と
、
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０
１
９
年
の

制
度
開
始
時
か
ら
収
入
保
険
に
加
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、
リ
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ク
に
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郎
さ
ん
の
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年
退
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を
き
っ

か
け
に
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業
を
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格
的
に
取
り
組

み
、
17
年
に
法
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。
法
人
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当
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は
２
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だ
っ
た
水
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は
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み
、
現
在
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。
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仕
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方
次
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で
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し
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い
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の
が
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力
。
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な
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業
を
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可

能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
収
入
保

険
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安
心
）
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
制
度
改
正
で
農

業
者
に
寄
り
添
っ
た
よ
り
良
い
制

度
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。
　
　
　
　
　
（
新
宮
）

話
す
。

　
家
族
と
実
習
生
７
人
、
パ
ー
ト

１
人
と
共
に
ガ
ラ
ス
温
室
な
ど
計

55
・
65
㌃
で
オ
オ
バ
を
栽
培
。
１

日
10
万
枚
を
収
穫
し
、
８
０
０
〜

千
パ
ッ
ク
を
出
荷
す
る
。
「
普
段

出
荷
で
き
る
の
は
当
た
り
前
。
ど

ん
な
と
き
で
も
出
荷
で
き
る
よ
う

　
【
愛
知
支
局
】
県
南
東
部
の
渥

美
半
島
に
位
置
す
る
田
原
市
は
太

平
洋
に
接
し
、
豊
か
な
自
然
と
温

暖
な
気
候
か
ら
農
業
に
適
し
た
地

域
。
そ
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
営

農
す
る
河か

わ

合い

吉よ
し

久ひ
さ

さ
ん（
52
）は

「
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
保
険
に

な
れ
ば
」
と
収
入
保
険
に
つ
い
て

保険金で助かった

経
営
に
安
心
感
よ
り
良
い
制
度
を

西
脇
き
よ
子
さ
ん
、敏
郎
さ
ん
岐
阜
県
養
老
町

に
あ
る
「
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｅ
・
に

し
み
の
」
代
表
の
西
脇
き
よ
子
さ

ん（
67
）。
水
稲
10
㌶
と
キ
ャ
ベ
ツ

　
【
岐
阜
支
局
】
「
今
年
は
無
事

に
収
穫
で
き
そ
う
」
と
喜
び
を
か

み
し
め
る
の
は
、
養
老
町
竜
泉
寺

　
２
０
１
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
収
入
保
険

は
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
。
農
業
経
営
体

ご
と
の
収
入
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
農
業
者
の
支
持

を
得
て
、
22
年
９
月
末
現
在
、
加
入
者
は
全
国

で
７
万
７
千
経
営
体
を
超
え
た
。
東
海
地
方
で

も
、
５
４
０
０
を
超
え
る
経
営
体
が
加
入
し
て

い
る
。
今
週
は
東
海
地
方
で
収
入
保
険
に
継
続

し
て
加
入
し
て
い
る
農
業
者
に
経
営
へ
の
思
い

な
ど
を
取
材
し
た
。

ど
は
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
近
隣
市

町
か
ら
買
い
求
め
る
人
が
来
る
ほ

ど
盛
況
だ
。

　
一
方
で
、
後
継
者
が
い
な
い
の

が
悩
み
と
い
う
西
脇
さ
ん
は
「
農

業
が
も
う
か
る
産
業
に
な
ら
な
い

と
。
肥
料
代
な
ど
の
経
費
は
増
え

る
一
方
だ
が
、
米
価
は
下
が
る
。

こ
れ
で
は
若
い
人
が
安
心
し
て
就

農
で
き
な
い
」
と
農
業
の
今
後
を

危
惧
す
る
。
収
入
保
険
に
対
し
て

は
「
農
業
が
持
続
・
発
展
す
る
た

め
に
は
必
要
な
制
度
。
農
業
経
営

が
安
定
す
る
よ
う
、
よ
り
良
い
制

度
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
寄
せ
る
。
　
　
　
（
日
比
野
）

域
に
継
続
的
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
「
青
色
申
告
で
保
険
金
等
を
算

定
す
る
収
入
保
険
は
、
水
稲
共
済

よ
り
も
明
確
で
分
か
り
や
す
い
」

と
考
え
た
川
合
さ
ん
は
、
２
０
１

９
年
の
制
度
開
始
時
か
ら
収
入
保

険
に
加
入
。
20
年
に
は
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
が
大
量
発
生
し
、
広
範
囲

で
被
害
が
あ
っ
た
。「
想
定
外
の
深

刻
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
収
入
保

険
に
助
け
ら
れ
た
」と
強
調
す
る
。

　
今
年
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
の
被

害
が
発
生
。
品
質
が
低
下
し
た
。

ま
た
、
直
接
の
被
害
は
無
か
っ
た

も
の
の
、
局
所
的
な
大
雨
を
も
た

ら
す
線
状
降
水
帯
や
台
風
第
15
号

に
よ
る
県
内
の
被
害
も
目
の
当
た

り
に
し
た
。

　
川
合
さ
ん
は
「
ど
ん
な
に
想
定

外
の
こ
と
が
起
き
て
も
、
従
業
員

へ
の
給
与
支
払
い
や
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
を
踏
む
た
め
の
準
備
が
必
要

だ
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

〝
そ
の
時
〞
の
た
め
に
、
収
入
保

険
に
よ
る
リ
ス
ク
へ
の
備
え
は
欠

か
せ
な
い
」
と
話
す
。
（
向
井
）

想
定
外
を
念
頭
に
加
入
は
不
可
欠

出
荷
米
の
品
質
水
準
の
一
定
保
持
に
努
め
る
川
合
さ
ん

く
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
出
荷
す
る
米
の
品
質
水
準

を
一
定
に
保
つ
よ
う
心
が
け
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
授
業
の
一
環

と
し
て
田
植
え
や
稲
刈
り
に
取
り

組
む
地
元
の
小
学
校
に
20
年
以
上

前
か
ら
毎
年
協
力
す
る
な
ど
、
地

　
【
静
岡
支
局
】
浜
松
市
東
区
の

株
式
会
社
川
合
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

で
代
表
取
締
役
を
務
め
る
川
合
史

朗
さ
ん（
64
）は
、
従
業
員
７
人
と

共
に
水
稲
約
１
０
０
㌶
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
消
費
者
に
「
い
つ
で
も
お
い
し

水
稲

川
合
史
朗
さ
ん
浜
松
市

ＮＯＳＡＩ職員から説明を受ける西脇さん夫妻

補
償
期
間
の
収
入
保
険
の
加
入

申
請
期
限
は
、
個
人
の
方
の
場

合
、
22
年
12
月
末
ま
で
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
県
の
農
業
共
済
組
合
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
❖
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
８
（
２
７
０
）
０
０
８
２

　
❖
静
岡
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
４
（
２
５
１
）
３
５
１
１

　
❖
愛
知
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
２
（
２
０
４
）
２
４
１
１

　
❖
三
重
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
９
（
２
２
４
）
０
５
０
５

　
収
入
保
険
は
国
の
公
的
な
保

険
制
度
で
、
青
色
申
告
を
し
て

い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

が
対
象
で
す
。
２
０
２
３
年
が

若
い
人
が
夢
を
持
て
る
農
業
に
し
た
い
と
い
う
河
合
さ
ん

　
「
修
業
時
代
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の

師
匠
で
も
全
く
蜂
蜜
が
取
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
る
の
で
、
つ
ら
さ
は
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
」
と
川
村
さ
ん
。
い
つ

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
一
定
の
収
入
を
確
保
で
き
る

収
入
保
険
に
魅
力
を
感
じ
、
継
続

し
て
加
入
し
て
い
る
。

　
今
後
の
目
標
は
ミ
ツ
バ
チ
を
増

や
す
こ
と
だ
と
い
う
。
「
現
在
５

０
０
〜
６
０
０
群
を
飼
育
し
て
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
千
群
に
し

た
い
」
と
川
村
さ
ん
。
「
も
し
も

の
と
き
に
支
え
て
く
れ
る
収
入
保

険
に
加
入
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

安
心
し
て
挑
戦
で
き
ま
す
」
と
ほ

ほ
笑
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
村
）

「
川
村
養
蜂
場
」
を
営
む
川
村
憲け

ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
49
）。
養
蜂
を
始
め
て

11
年
目
だ
。

　
前
職
で
海
外
赴
任
先
だ
っ
た
太

平
洋
に
位
置
す
る
北
マ
リ
ア
ナ
諸

島
の
ロ
タ
島
で
出
会
っ
た
養
蜂
家

の
影
響
を
受
け
、
養
蜂
家
に
な
る

こ
と
を
決
意
。
桑
名
市
の
養
蜂
家

に
弟
子
入
り
し
、
３
年
間
修
業
し

た
後
に
独
立
し
た
。

　
川
村
養
蜂
場
の
蜂
蜜
は
無
添
加

・
無
加
工
の
た
め
、
奥
の
深
い
優

し
い
自
然
な
甘
み
が
特
徴
。
四
日

市
市
を
中
心
に
地
元
で
の
採
蜜
を

貫
く
。

　
地
元
重
視
の
養
蜂
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
が
伴
う
。
蜜
蜂
を
襲

う
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ダ
ニ
の
ほ
か
、

蜜
源
と
な
る
植
物
の
生
育
に
影
響

す
る
近
年
頻
発
す
る
異
常
気
象
が

挙
げ
ら
れ
る
。

被害の怖さ 知るからこそ

三
重
県
四
日
市
市

川
村
憲
一
郎
さ
ん

養
蜂

　
【
三
重
支
局
】
「
蜂
蜜
が
苦
手

な
人
で
も
、
う
ち
の
蜂
蜜
を
買
っ
て
く
れ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、
四
日
市
市
の

個
人
の
加
入
申
請
期
限
は
12
月
末
ま
で

不
測
の
事
態
に
備
え
て

収
入
保
険
を
継
続
加
入

愛
知
県
田
原
市

河
合
吉
久
さ
ん

オ
オ
バ

水
稲
、キ
ャ
ベ
ツ

「同じ場所でも、時期によって味も
変わるので面白い」と話す川村さん

（第3種郵便物認可） ２０２２年（令和４年）１０月２６日 ２０２２年１０月４週号 ８総 合東 海

30
㌃
を
夫
の
敏
郎
さ

ん（
71
）と
主
に
２
人

で
栽
培
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
米
価
下

落
、
シ
カ
や
サ
ル
に

よ
る
食
害
、
長
雨
に
よ
る
湿
潤
害

と
思
い
が
け
な
い
事
態
が
発
生

し
、
収
入
が
減
少
。
「
運
転
資
金

に
間
に
合
う
よ
う
に
保
険
金
が
支

払
わ
れ
て
、
事
業
を
継
続
で
き
て

助
か
っ
た
」
と
話
す
。
数
年
前
か

ら
高
温
障
害
や
日
照
不
足
な
ど
で

米
の
品
質
低
下
に
悩
ん
で
い
た
。

「
異
常
気
象
の
年
が
多
く
、
農
作

物
の
生
育
に
問
題
が
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
」
と
、
２
０
１
９
年
の

制
度
開
始
時
か
ら
収
入
保
険
に
加

入
し
、
リ
ス
ク
に
備
え
る
。

　
敏
郎
さ
ん
の
定
年
退
職
を
き
っ

か
け
に
農
業
を
本
格
的
に
取
り
組

み
、
17
年
に
法
人
化
。
法
人
化
当

初
は
２
㌶
だ
っ
た
水
田
は
集
約
化

が
進
み
、
現
在
は
５
倍
の
10
㌶
と

な
り
順
調
に
規
模
を
拡
大
し
て
い

る
。
自
慢
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な

に
心
が
け
て
い
る
」
と
い
う
。

　
出
荷
が
で
き
な
く
な
っ
た
事
態

に
備
え
る
こ
と
が
収
入
保
険
を
継

続
加
入
す
る
理
由
だ
。
「
10
年
に

１
度
も
ら
え
れ
ば
い
い
か
ぐ
ら
い

の
気
持
ち
で
加
入
し
て
い
る
」
と

話
す
。

　
加
入
前
後
で
安
心
感
が
違
う
と

河
合
さ
ん
。
制
度
へ
要
望
し
た
い

点
が
あ
る
と
い
う
。
「
品
目
や
栽

培
方
式
に
よ
っ
て
災
害
に
遭
う
危

険
度
が
異
な
る
た
め
、
品
目
や
栽

培
方
式
な
ど
に
応
じ
た
保
険
料
や

補
償
額
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
補
償
す
る
金

額
で
変
わ
る
手
数
料
（
付
加
保
険

料
）
は
、
一
律
に
し
て
も
ら
え
る

と
あ
り
が
た
い
」
と
話
す
。

　
「
栽
培
の
仕
方
や
売
り
方
次
第

で
成
長
し
て
い
け
る
の
が
農
業
の

魅
力
。
魅
力
的
な
農
業
を
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
収
入
保

険
（
＝
安
心
）
は
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
制
度
改
正
で
農

業
者
に
寄
り
添
っ
た
よ
り
良
い
制

度
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。
　
　
　
　
　
（
新
宮
）

話
す
。

　
家
族
と
実
習
生
７
人
、
パ
ー
ト

１
人
と
共
に
ガ
ラ
ス
温
室
な
ど
計

55
・
65
㌃
で
オ
オ
バ
を
栽
培
。
１

日
10
万
枚
を
収
穫
し
、
８
０
０
〜

千
パ
ッ
ク
を
出
荷
す
る
。
「
普
段

出
荷
で
き
る
の
は
当
た
り
前
。
ど

ん
な
と
き
で
も
出
荷
で
き
る
よ
う

　
【
愛
知
支
局
】
県
南
東
部
の
渥

美
半
島
に
位
置
す
る
田
原
市
は
太

平
洋
に
接
し
、
豊
か
な
自
然
と
温

暖
な
気
候
か
ら
農
業
に
適
し
た
地

域
。
そ
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
営

農
す
る
河か

わ

合い

吉よ
し

久ひ
さ

さ
ん（
52
）は

「
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
保
険
に

な
れ
ば
」
と
収
入
保
険
に
つ
い
て

保険金で助かった

経
営
に
安
心
感
よ
り
良
い
制
度
を

西
脇
き
よ
子
さ
ん
、敏
郎
さ
ん
岐
阜
県
養
老
町

に
あ
る
「
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｅ
・
に

し
み
の
」
代
表
の
西
脇
き
よ
子
さ

ん（
67
）。
水
稲
10
㌶
と
キ
ャ
ベ
ツ

　
【
岐
阜
支
局
】
「
今
年
は
無
事

に
収
穫
で
き
そ
う
」
と
喜
び
を
か

み
し
め
る
の
は
、
養
老
町
竜
泉
寺

　
２
０
１
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
収
入
保
険

は
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
。
農
業
経
営
体

ご
と
の
収
入
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
農
業
者
の
支
持

を
得
て
、
22
年
９
月
末
現
在
、
加
入
者
は
全
国

で
７
万
７
千
経
営
体
を
超
え
た
。
東
海
地
方
で

も
、
５
４
０
０
を
超
え
る
経
営
体
が
加
入
し
て

い
る
。
今
週
は
東
海
地
方
で
収
入
保
険
に
継
続

し
て
加
入
し
て
い
る
農
業
者
に
経
営
へ
の
思
い

な
ど
を
取
材
し
た
。

ど
は
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
近
隣
市

町
か
ら
買
い
求
め
る
人
が
来
る
ほ

ど
盛
況
だ
。

　
一
方
で
、
後
継
者
が
い
な
い
の

が
悩
み
と
い
う
西
脇
さ
ん
は
「
農

業
が
も
う
か
る
産
業
に
な
ら
な
い

と
。
肥
料
代
な
ど
の
経
費
は
増
え

る
一
方
だ
が
、
米
価
は
下
が
る
。

こ
れ
で
は
若
い
人
が
安
心
し
て
就

農
で
き
な
い
」
と
農
業
の
今
後
を

危
惧
す
る
。
収
入
保
険
に
対
し
て

は
「
農
業
が
持
続
・
発
展
す
る
た

め
に
は
必
要
な
制
度
。
農
業
経
営

が
安
定
す
る
よ
う
、
よ
り
良
い
制

度
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
寄
せ
る
。
　
　
　
（
日
比
野
）

域
に
継
続
的
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
「
青
色
申
告
で
保
険
金
等
を
算

定
す
る
収
入
保
険
は
、
水
稲
共
済

よ
り
も
明
確
で
分
か
り
や
す
い
」

と
考
え
た
川
合
さ
ん
は
、
２
０
１

９
年
の
制
度
開
始
時
か
ら
収
入
保

険
に
加
入
。
20
年
に
は
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
が
大
量
発
生
し
、
広
範
囲

で
被
害
が
あ
っ
た
。「
想
定
外
の
深

刻
さ
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
収
入
保

険
に
助
け
ら
れ
た
」と
強
調
す
る
。

　
今
年
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
の
被

害
が
発
生
。
品
質
が
低
下
し
た
。

ま
た
、
直
接
の
被
害
は
無
か
っ
た

も
の
の
、
局
所
的
な
大
雨
を
も
た

ら
す
線
状
降
水
帯
や
台
風
第
15
号

に
よ
る
県
内
の
被
害
も
目
の
当
た

り
に
し
た
。

　
川
合
さ
ん
は
「
ど
ん
な
に
想
定

外
の
こ
と
が
起
き
て
も
、
従
業
員

へ
の
給
与
支
払
い
や
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
を
踏
む
た
め
の
準
備
が
必
要

だ
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

〝
そ
の
時
〞
の
た
め
に
、
収
入
保

険
に
よ
る
リ
ス
ク
へ
の
備
え
は
欠

か
せ
な
い
」
と
話
す
。
（
向
井
）

想
定
外
を
念
頭
に
加
入
は
不
可
欠

出
荷
米
の
品
質
水
準
の
一
定
保
持
に
努
め
る
川
合
さ
ん

く
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
出
荷
す
る
米
の
品
質
水
準

を
一
定
に
保
つ
よ
う
心
が
け
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
授
業
の
一
環

と
し
て
田
植
え
や
稲
刈
り
に
取
り

組
む
地
元
の
小
学
校
に
20
年
以
上

前
か
ら
毎
年
協
力
す
る
な
ど
、
地

　
【
静
岡
支
局
】
浜
松
市
東
区
の

株
式
会
社
川
合
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

で
代
表
取
締
役
を
務
め
る
川
合
史

朗
さ
ん（
64
）は
、
従
業
員
７
人
と

共
に
水
稲
約
１
０
０
㌶
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
消
費
者
に
「
い
つ
で
も
お
い
し

水
稲

川
合
史
朗
さ
ん
浜
松
市

ＮＯＳＡＩ職員から説明を受ける西脇さん夫妻

補
償
期
間
の
収
入
保
険
の
加
入

申
請
期
限
は
、
個
人
の
方
の
場

合
、
22
年
12
月
末
ま
で
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
県
の
農
業
共
済
組
合
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
❖
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
８
（
２
７
０
）
０
０
８
２

　
❖
静
岡
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
４
（
２
５
１
）
３
５
１
１

　
❖
愛
知
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
２
（
２
０
４
）
２
４
１
１

　
❖
三
重
県
農
業
共
済
組
合
☎

０
５
９
（
２
２
４
）
０
５
０
５

　
収
入
保
険
は
国
の
公
的
な
保

険
制
度
で
、
青
色
申
告
を
し
て

い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）

が
対
象
で
す
。
２
０
２
３
年
が

若
い
人
が
夢
を
持
て
る
農
業
に
し
た
い
と
い
う
河
合
さ
ん

　
「
修
業
時
代
に
、
ベ
テ
ラ
ン
の

師
匠
で
も
全
く
蜂
蜜
が
取
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
る
の
で
、
つ
ら
さ
は
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
」
と
川
村
さ
ん
。
い
つ

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
一
定
の
収
入
を
確
保
で
き
る

収
入
保
険
に
魅
力
を
感
じ
、
継
続

し
て
加
入
し
て
い
る
。

　
今
後
の
目
標
は
ミ
ツ
バ
チ
を
増

や
す
こ
と
だ
と
い
う
。
「
現
在
５

０
０
〜
６
０
０
群
を
飼
育
し
て
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
千
群
に
し

た
い
」
と
川
村
さ
ん
。
「
も
し
も

の
と
き
に
支
え
て
く
れ
る
収
入
保

険
に
加
入
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

安
心
し
て
挑
戦
で
き
ま
す
」
と
ほ

ほ
笑
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
村
）

「
川
村
養
蜂
場
」
を
営
む
川
村
憲け

ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
49
）。
養
蜂
を
始
め
て

11
年
目
だ
。

　
前
職
で
海
外
赴
任
先
だ
っ
た
太

平
洋
に
位
置
す
る
北
マ
リ
ア
ナ
諸

島
の
ロ
タ
島
で
出
会
っ
た
養
蜂
家

の
影
響
を
受
け
、
養
蜂
家
に
な
る

こ
と
を
決
意
。
桑
名
市
の
養
蜂
家

に
弟
子
入
り
し
、
３
年
間
修
業
し

た
後
に
独
立
し
た
。

　
川
村
養
蜂
場
の
蜂
蜜
は
無
添
加

・
無
加
工
の
た
め
、
奥
の
深
い
優

し
い
自
然
な
甘
み
が
特
徴
。
四
日

市
市
を
中
心
に
地
元
で
の
採
蜜
を

貫
く
。

　
地
元
重
視
の
養
蜂
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
リ
ス
ク
が
伴
う
。
蜜
蜂
を
襲

う
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ダ
ニ
の
ほ
か
、

蜜
源
と
な
る
植
物
の
生
育
に
影
響

す
る
近
年
頻
発
す
る
異
常
気
象
が

挙
げ
ら
れ
る
。

被害の怖さ 知るからこそ

三
重
県
四
日
市
市

川
村
憲
一
郎
さ
ん

養
蜂

　
【
三
重
支
局
】
「
蜂
蜜
が
苦
手

な
人
で
も
、
う
ち
の
蜂
蜜
を
買
っ
て
く
れ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、
四
日
市
市
の

個
人
の
加
入
申
請
期
限
は
12
月
末
ま
で

不
測
の
事
態
に
備
え
て

収
入
保
険
を
継
続
加
入

愛
知
県
田
原
市

河
合
吉
久
さ
ん

オ
オ
バ

水
稲
、キ
ャ
ベ
ツ

「同じ場所でも、時期によって味も
変わるので面白い」と話す川村さん


